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市の鳥･シジュウカラ

今号の主な記事 2面確定申告･住民税の申告はお早めに！　3面嘱託職員･パートタイマー募集　4面福生市地域福祉推進委員会委員を募集
6面 東日本大震災復興支援チャリティー名曲コンサート　7面国体ＮaＶi　8面ふっさ環境フェスティバル実行委員･出展者募集 

新春ウォーキング大
会にて

3日㈰ 福生市伝統文化発表会

9日㈯ 講演会と落語の集い

23日㈯ 講演会「子どもの本のもつ力 -
読書をするってどういうこと -」

①古文書学習会「地域に伝わる歴史に触れる２」
　市内に伝わる江戸時代から明治期にかけての
古文書を読み、当時の支配体制や庶民生活を中
心とした福生の歴史背景にせまります。
 古文書や福生の歴史に興味のある方のご参加
をお待ちしています。
【日時】〈第 1 回〉2 月 9 日〈第 2 回〉2 月 16
日ともに午後 2時～ 3時 30 分
【場所】中央図書館 2階会議室
【対象】市内在住 ･在学 ･在勤の方
【定員】先着 20 人
【講師】高崎勇作氏（市文化財保護審議会会長）
【申込み】2 月 3 日から電話で郷土資料室

☎ 530･1120 へ。
※月曜日休館（月曜日が祝日の場合、翌火曜日
休館 )
②文化財 ･史跡ガイド養成講座聴講生の募集
　郷土資料室では、市民がガイドとなって文化
財などを案内するための「文化財 ･ 史跡ガイド
養成講座」を実施しています。
　今回は講座の最終回として、中級編（実践編）
の講座を右表の日程で行います。興味関心のあ
る方も 1 回から聴講できますので、お問い合わ
せください。
※見学会は、資料代と保険代がかかります。

【講師】鈴木章生氏（目白大学教授 ･ 元江戸東
京博物館学芸員）･市職員ほか
【問合せ】郷土資料室☎ 530･1120

実施回 開催日時 学習会内容（予定）

第 21 回

2 月 21 日 
午前 10 時 30
分 ～ 午 後 5
時

見学会：中央区歴史・
観光まちあるき（築
地周辺）、中央区ボラ
ンティアとの意見交
換会

第 22 回
2 月 28 日 
午前 10 時 30
分～正午

実際に自分がガイド
をするために

第 23 回
3 月 7 日
午前 10 時 30
分～正午

みんなで内容を充実
させていくために

第 24 回
3 月 14 日 
午前 10 時 30
分～正午

講座全体のまとめと
今後の活動について

◆郷土資料室からのお知らせ

　今年度郷土資料室に寄贈された潁原退蔵 ･ 尾形仂家旧蔵錦絵資

料の中から、明治時代に発行された、木版錦絵と文章でニュース

を伝える「新聞錦絵」を中心に約 100 点の展示をします。

　新聞錦絵がまとまって見られる貴重な機会です。新聞錦絵を通

じて、明治時代の世相や新しい時代の息吹を感じられる展示内容

となっています。

①特別展記念講演「新聞錦絵 - 潁原退蔵・尾形仂コレクション - を中
心に」
【日時】3 月 9 日午後 2時～ 4時

②特別展関連講座「新聞錦絵の絵師」
【日時】3 月 16 日午後 2時～ 3時 30 分

【場所】①②いずれも中央図書館 2階

【定員】各回先着 50 人

【講師】安田　人氏（中央学院大学非常勤講師）

【申込み】2 月 9 日から電話で郷土資料室☎ 530･1120 へ。

【日程】 2 月 9 日㈯～ 4月 14 日㈰

【時間】 午前 10 時～午後 5時

【休館日】 月曜日（月曜日が祝日の場合は翌火曜日）

【問合せ】 郷土資料室☎ 530･1120
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